
●援助が必要なときは、複数
の人で対応する。
●急を要するときは、ひもなど
で背負い安全な場所まで避
難する。

●車いすは、階段では必
ず2人以上、できれば
3～4人で援助する。
●上がるときは前向き
に、下がるときは後ろ
向きにして恐怖感を
与えないように。
●とっさの脱出、避難の際に用救援者1人に対して、
救援者が2人以上いるとは限らない。ひもなどで
背負い、要配慮者の両手は自由がきくようにする。

●話をするときは
　まっすぐ顔を向け、口はなるべ
く大きく動かして話す。
●筆談（筆記法）は手のひらに
指先で文字を書くやり方でも
よい。

●杖を持った方の手はとら
ない。
●手先や手首を持たないで
ひじのあたりに軽く触れ
て、ゆっくり歩く。
●方向や目の前の位置など
は、時計の文字盤の位置
を想定して伝える。

●とっさのときは、身振り手
振りで話しかけ、孤立させ
ないようにする。
●旅先では非常口の確認を。

要配慮者

　まずは、身の安全が確保できる場所へ避難しま
す。帰宅経路の安全が確認できるまでは、「むやみ
に移動（帰宅）を開始しない」ことが大切です。
　また、外出先で情報を入手するための携帯ラジ
オ、携帯電話や予備バッテリーのほか、自宅まで
の地図を持ち歩きましょう。

外出先で大規模地震になったら？
徒歩で帰宅するときは、県と協定を結んだコンビ
ニエンスストア、ガソリンスタンド、郵便局等の店舗
で、「水道水」「トイレ」「店舗が知りえた災害情報」
　　　　　　 の提供支援が受けられます。店舗
　　　　　　 入り口の「徒歩帰宅支援ステー ショ
　　　　　　ン」ステッカーが目印です。

徒歩帰宅支援ステーション

要配慮

揺れがおさまったら、すみやかに
火の始末をする。

揺れを感じたら、ただちに高台
などの安全な場所に避難する。
津波警報や注意報が解除され
るまでは海岸に近づかない。

状況に応じ、もっとも人的被害を軽減すると判断される行動を取ることが大切です。


